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1 は じ め に

福島県養鶏試験場では平成 9年 (1997年),シ ャモ,レ ッ

ドコーニッシュ,ロ ードアイランドレッドの三元剣里によっ

て,「ふくしま赤しゃも」を作出した。出荷適期は生体重

を基にした生産性の検討から90日齢としてきたが,生産現

場ではより高品質な鶏肉を求める消費者ニーズに合わせて

出荷適期を長くする傾向にあつた。そこで,生産性と主要

な呈味成分である遊離グルタミン酸,イ ノシン酸,歯 ごた

えの指標となる破断応力に着目し,出荷適期を再検討した。

2試 験 方 法

は)材料及び飼養方法
a 試験鶏 ら、くしま赤しゃも
b 試験期間 1日齢～150日齢
C 飼養形態 平飼い 10羽 /ゴ以下

28日齢まで 雌雄各240羽 ×2区
28日以降  雌雄各60羽×8区

d 給与飼料 28日 齢まで 市販プロイラー用前期飼
料

28日齢以降 市販プロイラー用後期飼
料

●)調査項目
a 育成率
餌付け羽数に対する150日生存羽数の割合を育成

率とした。

b 体重
80日齢と,90日 齢から150日 齢まで20日 間隔で ,

各区50%を無作為抽出し体重を測定した。
C 飼養要求率
80日齢と,90日 齢から150日 齢まで20日 間隔で各

区の飼料摂取量を計測し,各区の羽数と体重から

算出した。

d 正肉割合
生体重に対するムネ,モモ,ササミのそれぞれの

重量の割合を正肉割合とした。

90日齢から150日齢まで20日 間隔で,雌雄各区 5

羽を無作為抽出し,算出した。
e 腹腔内脂肪割合
生体重に対する割合を,90日 齢から150日 齢まで

20日 間隔で,雌雄各区 5羽を無作為抽出し,算出

した。

f 生産費
施設・器材償却費+生産経費+処理・販売経費の

合計を生産費とし,生体重と正肉割合を基に,90
日齢から150日齢まで20日 間隔で算出した。100日

齢,120日 齢,140日 齢の値は前後から推定した

g 官能検査
当場の職員のべ336人をパネラーとし,シェッフェ

の一対比較法を用いて,90日 齢から150日 齢まで

10日間隔で採取した浅胸筋を用いた。

h 遊離グルタミン酸含量
90日齢から150日齢まで10日間隔で採取 した浅胸

筋を用い,雌雄各 3サ ンプルを用いて測定した。

i イノンン酸含量
90日齢から150日齢まで10日 間隔で採取 した浅胸

筋を用い,雌雄各 3サ ンプルを用いて測定した。
j 破断応力
レオテック製レオメーターを用いて,90日 齢から

150日齢まで10日間隔で採取 した浅胸筋 ,そ れぞ

れ 6サ ンプル測定した。

k 味に関する主成分分析
遊離グルタミン酸含量,イ ノシン酸含量,破断応

力のそれぞれの測定値を標準化し,相関行列を用

いて求めた。

3 試験結果及び考察

育成率は150日齢において,雄989%,雌992%と ,いず
れも高い育成率を示した。

体重は90日齢から150日齢において,雄が2 49kgから371

峰,雌が1 82kgか ら2 75kgと ,飼養日数の延長と共に増加

した (図 1)。

飼養要求率は,90日 齢から150日 齢において,雄が303

から407,雌が371か ら516と ,飼養日数の延長と共に増

加した (図 1)。

生体重に対する,ム ネ,モモ,ササミを合計 した正肉の

割合は90日齢から150日齢において,雄では335%から393
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図2 正肉割合

%.雌では341%か ら372%と ,飼養日数の延長と共に増
加した (図 2)。 しかし,正肉の増加割合は90日齢から150

日齢まで20日毎に調べると,雌雄ともに90日 ～110日 の間

で最も大きく,雄19%,雌21%であった。
腹腔内脂肪割合は,90日 齢から150日 齢において,雌で

は267%か ら400%ま で飼養日数の延長と共に増加したが,

雄では130日齢で123%と最も低くなった。

生産費は,雛代,飼料費,衛生費,光熱水費,償却費 ,

修繕費,管理経費から求めた。90日齢から150日 齢におい

て雌雄全体で,生体 l kg当 たりでは377円～446円 となり,

飼養日数に伴って増加したが,正肉 l kg当 たりでは1463円

～1572円のFH5で推移 し,110～ 130日 齢で最も低 くなった

(図 3)。

官能検査の結果,香りについては雄が90日 ～120日 齢 ,

雌では120日齢がよいとされ,味は雄が110日 齢,雌が120

日齢がよいとされた。歯ごたえは雌雄共に90日齢が好まれ

た。総合評価については雌雄共に■0日 齢で最も評価が高

かった。

遊離グルタミン酸の測定の結果,70日 齢から150日 齢に

おいて,雄では0 092og/gから0 072Dg/gに ,雌では0140

日齢

図 3 生産費

鴫/gか ら0 078mg/gに減少した (図 4)。
イノシン酸含量は,70日 齢～150日 齢において,雄では

236鴫/g～2 73mg/g,雌では2 55mg/gか ら314鴫/
8に増加した。また雄よりも雌の含量が有意に多かった

(図 4)。

破断応力の測定結果は,70日 齢から150日 齢でおいて ,

雄では1 42kgか ら1 87kg,雌 では1 25kgか ら1 63kgに それ

ぞれ増加した (図 4)。

主成分分析は,イ ノシン酸含量,遊離グルタミン酸含量 ,

破断応力のデータを標準化して行った。第 1主成分はイノ

シン酸に出来するうま味と破断応力に関する因子,第 2主

成分は遊離グルタミン酸によるうま味に関する因子となり,

その結果,雌雄共にHO日齢～130日齢での成績がよかった

(図 5)。

4 ま  と  め

「ふくしま赤しゃも」の生産性と美味しさという二つの

点において出荷適期を検討した結果,雌雄ともに110日 齢

前後での出荷が最適であった。美味しさを求められる地鶏

の特性を十分活かし,生産性を考慮すると,出荷適期は90

日から110日 に変更することが適切であると考えられる。
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グルタミン臓によるうま味
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